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●3月定例会の概要
3月定例会は、2月27日～3月15日まで開かれた。議案29件、同意14件、発議3件を審議し、
すべて可決した。陳情5件のうち1件を採択、１件を趣旨採択として関係機関へ意見書を提出した。

平成31年度一般会計予算 総額50億8900万円（対前年比7．8％の4億3000万円減）

主な目玉事業は…主な目玉事業は…

公民館跡地ミニ公園と　文化財管理施設の整備へ !!公民館跡地ミニ公園と　文化財管理施設の整備へ !!公民館跡地ミニ公園と　文化財管理施設の整備へ !!公民館跡地ミニ公園と　文化財管理施設の整備へ !!

3
月
定
例
会
一
般
会
計
予
算

公民館跡地
ミニ公園整備事業

5500万円

公民館の移転跡を
ミニ公園として整備

専門学校整備事業
1000万円

教育会館を
第2校舎として改修
学校法人日本アルプス
国際学院に貸し付ける
改修費は家賃とともに償還

風しん予防事業
310万円

対象者に風しん抗体検査と
予防接種を行う

小中学校給食費の
一部町負担
1284万円

児童生徒の給食費
1人当たり2万円を負担

歯科検診事業
24万円

歯周病予防検診実施
1人3000円を補助
対象年度内年齢
40・50・60・70歳

［財源］
国庫支出金	 2730万円
地方債	 2490万円
町一般財源	 280万円

［財源］
町一般財源	 1000万円

［財源］
国庫支出金	 155万円
町一般財源	 155万円

［財源］
町一般財源	 1284万円

［財源］
県補助金	 16万円
町一般財源	 8万円
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公民館跡地はミニ公園に
　教育会館は専門学校第２校舎へ

マレーシアの学生との給食交流



●3月定例会の概要
3月定例会は、2月27日～3月15日まで開かれた。議案29件、同意14件、発議3件を審議し、
すべて可決した。陳情5件のうち1件を採択、１件を趣旨採択として関係機関へ意見書を提出した。

平成31年度一般会計予算 総額50億8900万円（対前年比7．8％の4億3000万円減）

主な目玉事業は…主な目玉事業は…

公民館跡地ミニ公園と　文化財管理施設の整備へ !!公民館跡地ミニ公園と　文化財管理施設の整備へ !!公民館跡地ミニ公園と　文化財管理施設の整備へ !!公民館跡地ミニ公園と　文化財管理施設の整備へ !!

3
月
定
例
会
一
般
会
計
予
算

文化財管理施設
整備事業
2564万円

現図書館移転後、
1階を教育委員会事務室、

2階を文化財管理施設として整備

新ごみ処理施設
整備費

1億7529万円

穂高広域施設組合
ごみ処理施設更新に伴う
施設整備費の分担金

農業次世代人材
投資資金
750万円

次世代を担う農業者志向の
50歳未満の方に給付
農業支援1人150万円

夫婦225万円

役場庁舎施設
補修工事
800万円

役場庁舎の正面と北面の
外壁を補修

［財源］
社会資本整備総合交付金

910万円
地方債	 820万円
町一般財源	 834万円

［財源］
地方債	 1億5290万円
町一般財源	 2239万円

［財源］
県補助金　750万円

［財源］
町一般財源　800万円
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展示を待つ文化財資料

新穂高ごみ処理施設起工式

新規農業者を応援する

改修が待たれる役場庁舎



子どもへの仕送り
（他会計への繰り出し金）
136（+4）万円：27%

貯金（積立金）3万円：1%

配偶者のパート代
（寄付金、繰入金など）
60（－20）万円：12%

親からの仕送り
（地方交付税、国・県支出金など）
259（－36）万円：51%

 平成31年度 池田さん家の家計簿
ち

ち
31年度一般会計予算50億8900万円を

池田さん家（仮称、年間収入508万円）の家計に置き換えてみました
31年度一般会計予算50億8900万円を

池田さん家（仮称、年間収入508万円）の家計に置き換えてみました

今年は家の建て替えや庭の整備などが一段落したものの親からの仕送り

などが減り、借金が増え返済額が支出の１割を超え貯金が減ってしまう。

池田さん家の平成31年度の見通し

今年度の予算は、一般会計で昨年度比 7.8％減の 50 億 8900 万円。国民健康保険特別会計など 5 つの特

別会計予算の総額は、5.2％増の 19億 2833万円、水道事業会計は16.1％増の 3億 6367 万円（収益的

収支と資本的収支の合計から減価償却費 8368 万円を除く）、全会計を合わせた予算総額は、3.7％減の 73 

億 8709 万円です。

平成３１年度予算総額は 73億8709万円

その他（譲与税など）28万円：5%
借金63（+11）万円：13%

給料（町税、使用料、手数料）
98（+1）万円：19% 生活費

（人件費、物品購入費、扶助費）
219（+12）万円：43%

（　）内は昨年との比較数値

自宅改造・修繕費
（建物・道路などの工事費）
91（－66）万円：18%

ローン返済（借金返済）
59（+6）万円：11%

年間508万円の収入源収入 年間508万円の使われ方支出

池田さん家（仮称）の家計池田さん家（仮称）の家計

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

3月定例会
主な議案の説明と
審査結果

31年度予算額 対前年度増減

池田町工場誘致等特別会計 608万円 0

池田町国民健康保険特別会計 11億87万円 7342万円

池田町後期高齢者医療特別会計 1億3771万円 94万円

池田町下水道事業特別会計 6億8129万円 2158万円

池田町簡易水道事業特別会計 847万円 −54万円

池田町水道事業会計 3億6367万円 5357万円
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3月定例会
主な議案の説明と
審査結果

審
査
結
果
一
覧

○・・・賛成　●…反対

区
分 件　　　　　名

審
査
結
果

倉
科
栄
司

横
澤
は
ま

矢
口　

稔

矢
口
新
平

大
出
美
晴

和
澤
忠
志

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

櫻
井
康
人

立
野　

泰

議　
　

案

池田町課設置条例の一部を改正する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
池田町税条例の一部を改正する条例の制定
町民法人税割額を平成31年10月より8.4%から7.2%に引き下げ
る改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田町水道事業加入分担金の徴収に関する条例の一部を改正
する条例の制定
消費税法の一部改正により税率引き上げに伴う加入分担金

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

池田町交流センター設置条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
池田町公民館設置条例の全部を改正する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
池田町図書館設置条例の一部を改正する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
池田町都市公園条例の一部を改正する条例の制定
町の都市公園として「かえで広場（池田町交流センター西）」を設置する 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田町公共施設使用料徴収条例の一部を改正する条例の制定
交流センター施設使用料を新たに定める 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田町立美術館条例の一部を改正する条例の制定
町立美術館展示室の一部使用が可能となり施設使用料などを定める 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田町第6次総合計画の策定 可決 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○
平成30年度池田町一般会計補正予算（第11号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成31年度池田町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成31年度池田町工場誘致等特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成31年度池田町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成31年度池田町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成31年度池田町下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
平成31年度池田町簡易水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成31年度池田町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成29年度池田町地域交流センター等建設工事変更請負契約
の締結
しゅん工期限を平成31年3月15日から平成31年7月31日に変更する

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

平成30年度池田町一般会計補正予算（第12号）
小中学校のエアコン設置費2億5163万円を補正する 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田町特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定
交流センター工期遅延に対する町の責任を明確にするため町長3%
及び副町長1%の給与1カ月分を減額する

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発　
　

議

平成30年度池田町一般会計補正予算（第11号）に対する附帯
決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成31年度池田町一般会計予算に対する附帯決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全国知事会の「米軍基地に関する提言」の主旨に基づいて、地
方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意
見書

可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳　
　

情

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づい
て、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求
める意見書を提出する事を求める

採択 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

国に「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情書 不採択 ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ●
奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で
順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情書 不採択 ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ●

消費税10%への増税中止を求める意見書提出の陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ●
通学支援バスに関する陳情書 趣旨採択 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願（陳情）の採択・不採択…議会がその内容を審議して決定した賛否の意思決定のこと
表決（可決・否決・同意など）…議会の意思決定（個々の議員が参加し、議題などに対して賛成、反対の意思表示する）一口メモ
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予
算
決
算
特
別
委
員
会

ここが　
　聞きたい 予 算 審 査 質疑
平成 31 年度の一般会計及び各特別会計、水道事業会計について予算決算特別委員会で審議しました。
町政全般にわたり多くの質疑がありました。その中から、いくつかの審議内容をお知らせします。

花
フ
ェ
ス
タ
へ
の
取
組
み
は

問　

4
月
25
日
か
ら
6
月
16
日
に
長
野
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ

ア
の
取
り
組
み
は
。

答　

予
算
1
5
0
万
円
で
ク
ラ
フ
ト
パ
ー

ク
、
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
、
十
日
市
場
の
3

箇
所
の
植
栽
を
計
画
し
て
い
る
。

シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
・
に
ぎ
わ
い
ガ
ラ
ス
の
破

損
は

問　

シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
・
に
ぎ
わ
い
の
ガ
ラ

ス
の
破
損
は
、
業
者
の
瑕
疵
で
は
な
い
の

か
。
町
で
責
任
を
取
る
事
は
遺
憾
で
あ
る
。

専
門
家
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

再
度
確
認
を
し
た
い
。

問　

施
行
管
理
、
施
行
管
理
設
計
、
工
事

者
の
瑕
疵
と
考
え
る
が
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

答　

メ
ー
カ
ー
担
当
者
は
温
度
差
に
よ

る
破
損
は
ご
く
ま
れ
で
補
償
で
き
な
い
と

の
回
答
だ
。
取
替
え
の
際
に
は
施
行
業
者
、

設
計
管
理
者
も
立
会
い
原
因
を
確
認
し
、

結
論
を
出
す
。

問　

1
年
未
満
で
の
自
然
破
損
な
ら
、
瑕
疵
と

し
て
通
用
す
る
。
第
三
者
の
意
見
を
聞
く
必
要

が
あ
る
。

答　

第
三
者
の
意
見
を
確
認
し
て
報
告
し
た
い
。

ま
ち
な
か
活
性
化
支
援
事
業
費
の
内
容
は

問　

ま
ち
な
か
活
性
化
支
援
事
業
に
7
0
0
万

円
は
何
か
。

答　

社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
と
し
て
施
設
改

修
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

問　

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
拠
点
施
設
に
町
か
ら

指
定
管
理
料
と
委
託
料
が
出
て
い
る
。
新
た
に

7
0
0
万
円
の
計
上
は
、
商
業
の
発
展
に
つ
な

が
る
の
か
。

答　

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
事
業

に
と
り
く
む
。

問　

ま
ち
な
か
活
性
化
の
た
め
の
施
設
整
備
な

ら
解
る
が
、
一
過
性
な
も
の
で
は
活
性
化
に
繋

が
ら
な
い
と
思
う
が
。

答　

シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
の
向
か
い
の
空
き
店
舗
を

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
起
業
す
る
方
に
利

用
し
て
も
ら
う
話
も
あ
っ
た
が
、
で
き
な
く
な

り
、
ソ
フ
ト
の
話
が
残
っ
た
。

農
産
物
加
工
施
設
の
今
後
は

問　

カ
モ
ミ
ー
ル
が
10
月
で
廃
業
す
る
が

町
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

農
産
物
加
工
場
は
6
次
産
業
化
の
拠

点
と
し
て
考
え
て
い
る
。
5
月
〜
6
月
ま

で
に
方
針
を
だ
し
た
い
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は

そ
の
ま
ま
営
業
が
で
き
る
。
農
産
物
加
工

場
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
一
緒
に
す
る
か
、
別
々

に
管
理
す
る
か
考
え
て
い
る
。

花
の
里
づ
く
り
推
進
補
助
金
は

問　

1
軒
千
円
の
花
の
苗
の
補
助
金
の
人

気
が
高
い
の
で
復
活
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　

今
年
も
う
1
年
団
体
助
成
の
結
果
を

見
て
検
討
し
て
行
き
た
い
。

要
望　

植
え
る
花
は
バ
ラ
バ
ラ
よ
り
町
に

ふ
さ
わ
し
い
花
を
決
め
て
植
栽
し
て
も
ら

え
た
ら
ど
う
か
。

農
産
業
・
観
光
事
業
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予
算
決
算
特
別
委
員
会

後
期
高
齢
者
へ
の
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
は

問　

予
算
1
3
0
万
円
は
少
な
い

と
思
う
が
人
数
も
含
め
聞
く
。

答　

現
在
、
一
泊
が
8
名
、
日
帰
り

が
47
名
、
脳
ド
ッ
ク
は
9
名
が
受
診
。

一
泊
上
限
4
万
円
、
日
帰
り
2
万
円
、

脳
ド
ッ
ク
1
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
。
是

非
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
年
度
の
町
営
バ
ス
運
行
委
託
事
業

の
方
向
は

問　

運
行
会
社
の
変
更
に
よ
る
委
託

契
約
や
そ
の
他
の
事
項
に
変
更
が
あ

る
の
か
。

答　

運
転
業
務
は
現
在
の
乗
務
員
が

運
行
す
る
。
支
障
の
無
い
よ
う
引
き

継
ぎ
済
み
で
あ
る
。
委
託
料
は
昨
年

と
同
額
で
あ
る
。
随
意
契
約
で
、
広

津
線
と
巡
回
線
は
陸
運
局
か
ら
許
可

を
受
け
運
行
し
て
い
る
。

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
は

問　

不
法
投
棄
の
現
状
は
。

答　

監
視
連
絡
員
10
名
を
委
嘱
し
、

月
2
回
程
度
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
い
る
。
以
前
の
よ
う
に
大
量
な

ご
み
は
見
う
け
な
い
が
細
か
い
ご

み
や
空
弁
当
は
相
変
わ
ら
ず
。

問　

一
斉
清
掃
デ
ー
の
ご
み
袋
の

配
布
や
町
独
自
の
ご
み
袋
の
開
発

に
よ
っ
て
、
地
域
の
美
化
に
繋
が

れ
ば
と
考
え
る
が
如
何
か
。

答　

自
ら
ご
み
袋
を
用
意
す
る
こ

と
も
住
民
の
意
識
の
高
揚
に
繋
が

り
大
切
に
し
た
い
。
両
面
か
ら
検

討
し
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

消
費
者
相
談
に
つ
い
て

問　

消
費
者
行
政
費
に
つ
い
て
、

相
談
員
や
件
数
な
ど
内
容
を
聞
く
。

答　

消
費
者
相
談
は
、
火
曜
日

と
木
曜
日
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
日
に
限
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
随
時
受
け
付
け
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
大
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
は
専
門
員
が
相
談
に
当

た
る
。
相
談
件
数
は
昨
年
11
件
、

そ
の
前
が
20
件
と
減
少
。
大
町
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
池
田
町
分

は
17
件
で
昨
年
度
は
21
件
で
あ
る
。

介
護
支
援
体
制
の
状
況
は

問　

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
抱
え
て
い
る

課
題
は
何
か
。

答　

介
護
認
定
の
高
齢
者
と
共
に
認
知

症
が
増
加
。
認
知
症
政
策
の
重
点
課
題
は
、

地
域
で
の
認
知
カ
フ
ェ
や
サ
ロ
ン
、
自
治

会
な
ど
で
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
支

援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

問　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
委
託
の
内

容
は
。

答　

協
議
会
が
創
ら
れ
生
活
支
援
と
し
て
、

困
っ
た
時
の
お
助
け
サ
ー
ビ
ス
、
交
通
も

含
め
た
検
討
を
し
て
い
る
。
今
年
度
、サ
ー

ビ
ス
の
ガ
イ
ド
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

は
つ
ら
つ
健
康
ス
タ
ン
プ
事
業
の
状
況
は

問　

は
つ
ら
つ
健
康
ス
タ
ン
プ
事
業
費
が

減
少
し
て
い
る
が
、
人
数
減
少
が
あ
る
の

か
、
ま
た
、
努
力
義
務
が
必
要
と
思
う
が

如
何
か
。

答　

平
成
27
年
度
〜
29
年
度
の
実
績
は

4
4
0
人
〜
4
5
0
人
の
中
で
の
利
用

だ
。
特
定
健
診
受
診
率
を
上
げ
て
き
た

が
高
齢
者
が
多
い
状
況
。
3
年
が
過
ぎ

た
の
で
健
康
を
認
識
し
て
ほ
し
い
こ
と
か

ら
、
ひ
と
り
あ
た
り
2
0
0
0
円
か
ら

1
0
0
0
円
に
金
額
を
変
更
し
た
。

旧
上
原
商
店
跡
地
は

問　

旧
上
原
商
店

事
務
所
の
有
効
活

用
は
。

答　

人
口
増
対

策
に
繋
が
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
る
。
2
件
申

し
込
み
が
あ
り
、

事
務
所
は
耐
久
性

や
耐
震
性
問
題
か

ら
、
取
り
壊
す
方

向
で
あ
る
。

専
門
学
校
第
2
校
舎
改
修
は

問　

教
育
会
館
の
改
修
費
約
1
0
0
0
万
円
の
う

ち
、町
が
出
す
貸
し
手
責
任
の
改
修
費
は
い
く
ら
か
。

答　

ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

庁
舎
施
設
改
修
に
つ
い
て

問　

庁
舎
の
施
設
補
修
工
事
費
8
0
0
万
円
の
計

上
だ
が
、
根
本
的
に
こ
れ
で
よ
い
の
か
聞
く
。

答　

当
面
は
保
守
で
き
る
と
い
う
判
断
で
あ
る
。

問　

庁
舎
が
大
分
傷
ん
で
お
り
、
耐
用
年
数
か
ら
、

後
何
年
で
建
て
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

診
断
が
で
て
い
る
の
か
。

答　

長
寿
命
化
計
画
で
は
30
年
度
31
年
度
の
2
カ

年
計
画
で
出
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
1
年
は
待
っ

て
ほ
し
い
。

公
共
施
設
等
管
理
事
業
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旧
上
原
商
店
跡
地



本

会

議

討

論

予
算
決
算
特
別
委
員
会

新
年
度
池
田
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

薄
井
孝
彦
　
議
員

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
学
校
給
食
の
1
万

円
補
助
追
加
、
風
疹
予
防
事
業
、
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
創
業
支
援
事
業
、
ワ
イ
ン

農
家
へ
の
支
援
、
外
国
人
旅
行
者
誘
致
事
業
、
信

州
池
田
町
学
び
の
郷
保
小
中
15
年
プ
ラ
ン
事
業
な
ど
新
た
な
取

り
組
み
が
盛
込
ま
れ
た
予
算
と
な
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

商
工
係
の
「
ま
ち
な
か
活
性
化
支
援
事
業
」
は
一
過
性
の
ソ

フ
ト
事
業
で
は
な
く
、
ま
ち
な
か
活
性
化
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド

事
業
に
使
う
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
。

矢
口
　
稔
　
議
員

　

社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
も
最
終
年
度
と
な

り
、
歳
入
歳
出
予
算
は
前
年
度
比
7
．
8
%
の

減
少
と
な
っ
た
も
の
の
、
新
規
事
業
と
し
て
穂

高
広
域
施
設
組
合
新
ご
み
処
理
場
建
設
整
備
費

1
億
7
5
2
9
万
円
な
ど
大
型
公
共
事
業
が
続

い
て
い
る
。
保
育
園
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
1
0
8
4
万
円
、

小
中
学
生
へ
の
給
食
費
1
万
円
の
補
助
上
積
み
で
年
2
万
円
と

な
り
、
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
は
一
歩
踏
み
込
ま
れ
て
お
り
評

価
で
き
る
と
言
え
る
。「
信
州
池
田
町
学
び
の
郷
保
小
中
15
年

プ
ラ
ン
事
業
」
は
、
独
自
の
プ
ラ
ン
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成

長
と
と
も
に
大
い
に
期
待
す
る
。

　

一
方
、
財
政
面
で
の
基
金
繰
入
額
が
大
幅
に
上
昇
し
、
全
予

算
の
地
方
債
残
高
は
1
0
0
億
円
を
超
え
て
い
る
。
予
算
は

使
い
切
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
予
算
で
あ
る
。
各
事
業

に
お
い
て
は
必
要
最
小
限
の
予
算
で
最
大
限
の
効
果
を
生
む
よ

う
見
極
め
て
執
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
切
に
希
望
す
る
。

ま
で
の
工
期
で
あ
り
、
概
算
工
事
費
は

出
て
き
た
。
4
月
に
入
り
工
事
の
入
札

を
し
た
い
が
、
工
期
に
つ
い
て
は
、
1

月
末
ま
で
と
し
た
い
。
今
夏
ま
で
に
は

間
に
合
わ
な
い
と
考
え
る
。

町
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問　
「
か
え
で
」
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

の
内
容
は
。

答　

11
月
の
図
書
館
開
館
と
合
わ
せ
、

著
名
な
方
の
講
演
会
を
予
定
し
て
い
る
。

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
振
興
事
業
に
つ
い
て

問　

美
術
館
は
経
費
が
か
か
る
。
今
後

の
運
営
は
。
ま
た
、創
造
館
の
考
え
方
は
。

答　

美
術
館
は
入
館
者
も
増
加
し
て
お

り
施
設
修
繕
を
し
な
が
ら
維
持
し
て
行

く
。
創
造
館
は
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
の

活
用
案
が
出
て
い
る
。
入
浴
施
設
を
中

心
に
ス
ポ
ー
ツ
的
な
こ
と
も
取
り
入
れ

総
合
的
開
発
を
考
え
て
い
る
が
、
問
題

は
費
用
面
で
あ
る
。

信
州
池
田
町
学
び
の
郷
保
小

中
15
年
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

問　

信
州
池
田
町
学
び
の
郷

保
小
中
15
年
プ
ラ
ン
事
業
と

は
。

答　

平
成
34
年
度
ス
タ
ー
ト

の
保
小
中
連
携
プ
ラ
ン
運
営

委
員
会
を
組
織
し
て
検
討
す

る
。
学
校
活
性
化
委
員
会
を

中
心
に
25
名
程
度
を
想
定
し
、

傘
下
に
研
究
推
進
委
員
会
を

置
き
、
具
体
的
内
容
を
検
討

す
る
。

問　

信
州
池
田
町
学
び
の
郷

保
小
中
15
年
プ
ラ
ン
事
業
を

ど
う
発
信
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
後
教
育
委
員
会
で

考
え
て
い
く
。
H
P
、
広
報
、

S
N
S
な
ど
お
金
を
掛
け
な

い
で
や
っ
て
い
き
た
い
。
地

域
の
人
達
の
理
解
と
協
力

が
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
の
で

し
っ
か
り
と
時
間
を
か
け
対

応
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
は

問　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
の
状
況
は
。

答　

設
計
業
務
は
3
月
25
日

　新規に結婚した世帯の結婚に伴う住宅取得費用、住宅賃貸費用、引越費用を
支援しています。次の条件を全て満たす世帯が支援の対象です。

①世帯の前年の所得が 340万円未満であること
②補助の対象となる住居及び夫婦のどちらかの住民票が池田町内にあること
③平成 31年 3月 1日から平成 32年 2月 29日までに婚姻届が受理された夫婦
④婚姻届提出時点で夫婦ともに 34歳以下
⑤町税等に滞納がないこと
⑥過去に同様の補助を受けたことがないこと

【申請・お問い合わせ】企画政策課・町づくり推進係　TEL62-3129
出典：わかりやすい町の仕事

結婚新生活支援事業費補助金　１世帯につき上限 30万円まで
【知っ得！コ

ラム】

こんな補助制
度あります !!
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クラフトパーク
今後の利活用が検討される

教
育
・
文
化
芸
術
事
業



予
算
審
議
総
括
意
見

予
算
決
算
特
別
委
員
会

交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
町
民
の
協
力
を

　

池
田
町
交
流
セ

ン
タ
ー
図
書
館
へ
の

蔵
書
の
搬
出
入
に
当

た
っ
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
活
用

す
る
よ
う
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
を
求
め

る
。
ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

町
民
目
線
に
た
っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
に
ぎ
わ
い
の
ガ
ラ
ス
破
損
対
策
は

　

予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
工
事
関
係
の
「
瑕

疵
」
も
含
め
、
当
事
者
間
の
ガ
ラ
ス
破
損
の
検
証

に
第
三
者
も
交
え
、
十
分
な
調
査
・
検
証
を
実
施

し
議
会
に
報
告
を
求
め
る
。
ま
た
、
不
特
定
多
数

の
大
勢
の
人
が
利
活
用
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を

十
分
認
識
し
、
ガ
ラ
ス
破
損
の
落
下
な
ど
に
よ
り

生
命
に
関
わ
る
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
安
全

に
関
し
十
分
な
管
理
と
対
策
を
求
め
る
。

行
政
全
般
に
つ
い
て

　

行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
は
自
ら
の
職
責
を
果
た

す
こ
と
を
第
一
に
、
心
あ
る
行
政
運
営
の
一
翼
を

担
う
使
命
感
と
責
任
を
常
に
心
に
留
め
日
々
の
業

務
に
臨
む
と
と
も
に
、
自
ら
厳
し
い
注
意
喚
起
を

行
い
予
算
執
行
に
あ
た
る
こ
と
を
求
め
る
。

八
幡
神
社
境
内
防
火
水
槽
の
撤
去
に
つ
い
て

　

八
幡
神
社
境
内
の
防
火
水
槽
の
撤
去
予
算

が
計
上
さ
れ
た
。
祭

典
舞
台
や
歴
史
あ
る

建
物
が
数
多
く
あ
る

所
で
あ
る
か
ら
、
地

下
式
タ
ン
ク
な
ど
の

防
火
水
槽
を
新
た
に

設
置
さ
れ
る
よ
う
関

係
者
と
早
期
に
検
討
さ
れ
た
い
。

一
層
の
慎
重
な
財
政
運
営
の
留
意
を
求
め
る

　

新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
多
額
の
財

政
調
整
基
金
や
池
田
町
て
る
て
る
坊
主
の
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
を
取
り
崩
し
て
の
予
算
編

成
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
残
高
も
減

少
し
て
い
る
の
で
、
今
後
は
よ
り
一
層
の
慎

重
な
財
政
運
営
に
留
意
さ
れ
た
い
。

ま
ち
な
か
活
性
化
支
援
事
業
の
検
証
を

　

本
来
の
目
的
で
あ
る
ま
ち
な
か
全
体
の

ハ
ー
ド
面
の
活
性
化
に
つ
い
て
十
分
調
査
・

研
究
す
る
こ
と
と
、
予
算
執
行
に
当
た
っ
て

は
事
業
の
P
D
C
A
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・

改
革
）
の
検
証
を
十
分
に
行
い
事
業
執
行
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

〈表紙の紹介〉「メイドイン池田」‥ヤングパワーで商品開発すすむ！！
第 6次産業商品・地産地消が地域力により商品として販売されつつあり喜ばしい。
どら焼きやチョコレートは限定品で残念ながら今期は販売が終了しているが、

今後の生産や商品開発による販売が待ち遠しい。
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図書館の蔵書の搬出は
町民の力をいただいて

八幡社境内の防火水槽

こだわりのハーブ調味料
町観光協会とハーブセンター、松本大学の
共同開発。町産ハーブを家庭料理で美味し
く味わってもらうよう試作を重ねた。「ハー
ブミックス」と「ブーケガルニ」がある。

どら焼き　「桜仙狭の月」
保存会と地域おこし協力隊
と丸山菓子舗の協働。陸郷
の寺島孝さん宅に 100 年
以上前から伝わる小豆の在
来種「桜仙峡あずき」と広
津産の桑の葉パウダーを使
用。定番商品を作りたいと
考え、淡い緑色が分かるよ
うまだらのトラ模様。

「Sweet　Herb　CHOCOLATE」
ハーブチョコレート
産学官の共同で池田町産ハーブを使
用。ハーブセンターと松本大学、井
上百貨店と共同で開発し、季節限定
の500個を販売した。

《製作者・小野咲耶さんのコメント》
町民の方々と一緒に商品開発をして
みて、改めて池田のハーブの素晴ら
しさを実感した。



議
案
審
議

議　案　審　議
 (本会議質疑)
公共施設使用料徴収条例の一部を
改正する条例について

問　使用料は近隣を参考に設定されているが、大
町市のように減免措置の検討を。

答　10月の消費税の改定時点で検討したい。
問　お試し期間や定期的に使用している団体は減
免や無料に出来ないか。

答　お試し期間の減免や定期的使用団体の無料
化は町全体の中で考えていく必要がある。総
務課が管轄なので意見のあったことを伝える。

課設置条例の一部を改正する条例について
この4月から、健康福祉課 「子ども子育て推進室」
を教育委員会事務局へ移管。「文化財保護活用推
進室」新設。教育保育課を「学校保育課」として再編
問　子育て推進室を教育委員会に所管替えするメ
リットは。

答　0歳から15歳までの福祉と教育の連携を密
に図るメリットがある。

【対象者】
☆3歳～ 5歳までの幼稚園、保育園、認定こども園及び地域型保育を
利用するお子さん
☆０歳～ 2歳までは住民税非課税世帯が対象
※池田町の認定こども園を利用する 1 号認定のお子さんの預かり保育は
対象にならない。

 (本会議質疑)
地域交流センター等建設工事変更
請負契約の締結について　

問　７月31日完成する後ろ盾はあるのか。
答　業者から文書でもらっているので信用するし
かない。

第6次総合計画の策定について　
問　基本理念に池田町らしさが感じられないが。
答　美しい町づくりを基本に具体的施策で池田町
らしさを織り込んでいく。

問　目標人口最終年度の2028年度は9000人と
なっているが、割り込む可能性がある。第5次
計画も目標が高く、目標人口を割り込んだ。今
後、人口と政策の調整を考えるか。

答　スタートし、その4年後に人口状況をみて修正
が必要か判断する。

 (本会議反対討論)

服部久子議員

高齢者の足の確保を指摘し解決
に取り組むことを記述しながら、具体方針を示さ
ないままの計画案は認められない。また、町にとっ
て重要な会染保育園の方針を記述しないままの
計画案に承諾できないので反対する。

変

契

更

約

反対討論

今年の10月1日から幼児教育の無償化開始!! 注目情報 !
!
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条

改

例

定

学校保育課所管となる子ども子育て推進室

完成待つ池田町交流センター「かえで」



陳
情
審
議
・
討
議

陳 情 審 議
総務福祉委員会

振興文教委員会

〇陳情
◦全国知事会の「米軍基地負担に関する提

言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を
脅かす日米地位協定の見直しを国に求め
る意見書について

意見　日米地位協定については、例えば、県
内の上空でもオスプレイの低空飛行が数多
く目撃され、事前の報告もなく演習も行わ
れているので見直しが必要である。
意見　日米地位協定を全面的に見直すこと
は賛成できない。よって趣旨採択としたい。
意見　知事会が出すものと、内部への地位
協定の見直しを国にということであるので、
意見書を提出することは賛成である。
【審査結果】　賛成多数で採択

「国に消費税増税中止を求める意見書提
出についての陳情書」

服部久子議員

　国は経済状況が回復した
かのように言うがその実感がない。経済
の6割を占める家計消費は落ち込み、実
質賃金はマイナスという経済状況での増
税は国民生活へ深刻な打撃を与える。財
源は大企業向けの優遇税制を止め、内部
留保を出させアメリカの武器の爆買いを
控えれば消費税を上げずに済む。低所得
者ほど負担が重くなる消費増税に反対し
この陳情に賛成する。

薄井孝彦議員

　消費税は社会保障と財
政再建に用いるためとのことで導入され
たが、社会保障は悪くなるばかりである。
国の公債（借金）残高は導入時の160
億円から平成 30年末 883億円（国民
1人当たり700 万円 ) になった。税制
改正を行い、大企業と富裕層から応分の
負担をいただき、無駄をなくすことで消
費税10%をやらなくて済むと思うので
この陳情に賛成する。

〇陳情
◦奥山等のスギ・ヒノキ放置人口林を、森林環境贈

与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林
に戻すことを求める陳情書

意見　人工林の全伐ははだか山になり危険である。
意見　計画的に伐採すればよいが、生態系が変わる
恐れがある。
意見　鳥獣を山に返す事で被害が減少すると思う。
【審査結果】賛成少数で不採択

◦通学支援バスに関する陳情書
意見　雨の時の交通事故等考えると、回数券の配布
を考えてほしい。
意見　町のバス運行事業や教育財政からしても事実
上難しい。
【審査結果】賛成多数で趣旨採択

〇陳情
◦国に「消費税増税中止を求める意見書」の提出を

求める陳情書について
◦消費税 10% への増税中止を求める意見書について
意見　国は 1000 兆円の借金がある中で、どこかで
財源を確保しなければならない。すでに 3党合意で
決められており、理解を得て上げていくべきである。
意見　人口激減で 8000 万人と言われる。このまま
では日本が成り立たない。消費税を上げるのはやむ
を得ないと思う。
【審査結果】　賛成少数で不採択
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雨や雪の日は満席です

増税！消費者の生活はどうなる

陳 情本会議
審議

賛成です

賛成です



臨
時
会
／
モ
ニ
タ
ー
意
見

知
り
た
い
情
報
は

◦
具
体
的
な
少
子
化
対
策

◦
専
門
学
校
が
開
校
す
る
こ
と
で
町
に

求
め
ら
れ
る
こ
と

◦
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
対
策
の
具
体
的

な
対
策
と
進
捗
状
況

◦
新
規
就
農
者
の
活
躍
状
況

◦
第
6
次
総
合
計
画
の
特
集

◦
具
体
的
な
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営

　

折
に
触
れ
情
報
公
開
が
で
き
る
よ
う

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。

議
会
議
員
へ
の
意
見
は

◦
地
方
議
会
の
関
心
の
高
揚
に
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、

町
民
の
方
々
と
共
に
考
え
合
っ
て
い

く
時
期
か
と
思
う
。
地
方
議
会
の
活

性
化
に
期
待
す
る
。

◦
議
会
と
し
て
30
代
、
40
代
の
議
員
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
条
件
整
備
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

◦
議
会
へ
の
関
心
を
深
め
る
た
め
、
子

ど
も
た
ち
の
見
学
や
傍
聴
な
ど
更
に

進
め
、
子
ど
も
議
会
な
ど
定
期
的
に

開
か
れ
る
と
す
ば
ら
し
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
1
2
1
号
へ
の
感
想
・
要
望
は

◦
「
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
」
の
町

民
と
の
意
見
交
換
会
は
、
貴
重
な
機
会

で
あ
る
。
も
う
少
し
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
、

参
加
者
の
意
見
を
具
体
的
に
掲
載
し
て

ほ
し
い
。

◦
保
小
中
一
貫
教
育
の
質
問
が
あ
っ
た
。

課
題
は
2
保
育
園
と
2
小
学
校
の
統

廃
合
に
向
け
た
具
体
的
な
提
案
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
。

　

立
場
に
よ
り
利
害
関
係
が
違
う
が
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
、
保
育
園
・
小

学
校
・
中
学
校
が
同
窓
と
云
う
将
来
の

絆
と
し
て
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
う

が
…
。

◦
写
真
を
多
く
使
い
、
文
章
で
わ
か
り
づ

ら
い
内
容
も
効
果
的
に
補
足
で
き
て
い

る
。
小
学
生
の
議
会
見
学
な
ど
は
、
写

真
が
特
に
効
果
的
。

2月臨時会の概要

2月12日臨時会を開催し、承認3件、議案2件、同意2件を審議し可決した。

30年度池田町一般会
計補正予算を可決

繰越明許費
10億5555万3千円

30年度公共土木施設
災害復旧工事請負契約の

締結を可決
◦町道300号線道路災害復旧工事

5184万円

池田町
固定資産評価審査

委員2名に同意
矢口　茂樹さん(滝沢)
赤田喜久市さん(吾妻町)

◦池田町高齢者地域支えあ
い拠点施設設置条例の
一部改正を承認

◦高齢者支えあい拠点施設
一丁目及び和合の指定
管理者の指定を承認

◦農業費	 1億8000万円
◦土木費	 1億2900万円
◦教育費	 7億475万3000円
◦災害復旧費	 4180万円

議
会
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
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一丁目地域支えあい拠点施設



一般質問は、議員の日常
活動と調査・研究、町民
の声や自身の考え方をも
とに、町長や教育長など
の方針を問うものです。

池田町は１人60分の制限時
間内で質問します。議会だよ
りは、スペースの都合上、質
問と答弁が要約してありま
す。臨場感ある本会議での
傍聴をお待ちしております。

ここが聞きたい
９人が一般質問を行いました

９議員が町政をただす!９議員が町政をただす!９議員が町政をただす!

質問者 質問事項

倉科　栄司
1 町営墓地の駐車場増設について
2 シェアベースにぎわいの現状と新年度の取り組みについて

横澤　はま
1 池田町第６次総合計画施策展開に向けて
2 子どもの「生きる力」を育む池田町の教育について
3 あづみ野池田クラフトパーク振興計画について

薄井　孝彦
1 防災対策について
2 地域交流センターについて
3 「短歌・俳句の里づくり」について

服部　久子

1 会染保育園の早期建設を
2 就学援助の充実を
3 病児保育の実施を
4 高齢者の足の確保を

大出　美晴
1 学生から高齢者までの足の確保は
2 外国人の就学・就労への町としての取り組みは
3 町長は近未来の池田町がどうあって欲しいのか

矢口　新平
1 新年度予算について
2 池田町第６次総合計画について
3 池田町地域交流センターについて

矢口　　稔

1 池田町の借入金及び積立金など、今後の財政状況の見通しについて
2 骨髄等移植ドナー助成制度の創設を
3 過去の一般質問におけるその後の対応について
4 各課における課題と来年度への対応について

立野　　泰
1 北安観光タクシーの撤退を機に、町営バス、町内巡回線の見直しを
2 既存公共建物等の見直しをどう進めるか

櫻井　康人
1 道の駅、ハーブセンターを拠点とした町の活性化対策について
2 町内全戸一斉取組み事業の現状と課題は
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議
会
　
一
般
質
問

問
昨
年
の
6
月
議
会
で
、
防
災
力
強
化
に
向

け
防
災
士
を
増
や
す
施
策
を
問
う
た
。
そ

の
後
の
検
討
状
況
は
。

答
消
防
団
分
団
長
以
上
の
団
員
に
取
得
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
へ
の

補
助
金
交
付
要
綱
に
「
防
災
士
」
取
得
を
加
え
る
。

よ
り
利
用
し
や
す
く
、
町
民
参
画
で
運
営

す
る
交
流
セ
ン
タ
ー
に

問
町
民
参
画
で
運
営
す
る
交
流
セ
ン
タ
ー
に

す
る
た
め
、「
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」

の
設
置
を
。

答
設
置
を
検
討
す
る
。

問
よ
り
町
民
が
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
町

登
録
団
体
の
部
屋
利
用
料
の
減
免
措
置
を
。

答
関
係
者
の
意
見
・
要
望
を
聞
い
て
み
た
い
。

問
ホ
ー
ル
が
あ
い
て
い
る
場
合
は
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
で
仕
切
っ
た
会
議
室
と
し
て
の
使

用
や
親
子
で
の
遊
び
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
。

答
要
望
が
あ
れ
ば
、
対
応
し
て
い
く
。

問
第
6
次
総
合
計
画
に
お
け
る
、
教
育
が
目

指
す
子
ど
も
の
将
来
像
の
考
え
は
。

答
こ
れ
ま
で
「
学
校
教
育
と
い
う
一
つ
の
枠
組

み
に
す
べ
て
の
子
ど
も
を
合
わ
せ
よ
う
と
、

同
じ
教
育
内
容
を
与
え
て
き
た
」
こ
と
の
限
界
を

客
観
的
に
見
直
し
、「
子
ど
も
の
学
び
の
主
体
と

し
て
捉
え
直
し
、
1
人
ひ
と
り
の
能
力
や
特
性
に

丁
寧
に
寄
り
添
っ
た
学
び
の
内
容
と
環
境
づ
く
り
」

に
軸
足
を
変
え
る
べ
き
と
考
え
る
。　

問
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
が
育
て
る
」
と
い

う
精
神
を
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
や
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
進
め
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ

れ
て
い
く
の
か
。

答
多
様
な
個
性
や
価
値
観
を
受
け
と
め
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
、
自
信
を
も
っ
て

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
見
出
す
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

「
生
き
抜
く
力
」
を
支
え
る
重
要
な
学
び
。
池
田

学
問
所
の
精
神
と
、
町
民
憲
章
や
教
育
大
綱
の
精

神
が
、
こ
の
二
つ
の
教
育
理
念
と
重
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
保
小
中
全
体
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
幼
少

期
か
ら
丁
寧
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
確
認
し
進
め
て
い
く
。

問
中
段
か
ら
上
の
聖
地
利
用
者
の
便
宜
を
図

る
た
め
駐
車
場
を
増
設
で
き
な
い
か
。

答
墓
地
公
園
南
側
の
あ
ず
ま
や
付
近
か
ら

入
っ
た
北
側
に
緑
地
帯
が
あ
り
、
そ
こ
に

車
数
台
分
の
駐
車
場
を
設
置
す
る
こ
と
は
可
能
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
地
に
は
滑
り
台
な
ど

の
遊
具
が
あ
り
、
利
用
者
へ
の
安
全
面
の
配
慮
や

付
近
の
聖
地
へ
の
雨
水
対
策
な
ど
が
必
要
と
な

る
。
聖
地
利
用
者
の
高
齢
化
も
十
分
考
慮
し
、
今

後
の
課
題
と
し
て
研
究
す
る
。

問
シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
に
ぎ
わ
い
の
現
況
と
新
年

度
の
取
組
み
は
。

答
オ
ー
プ
ン
か
ら
8
ヶ
月
を
経
過
し
た
。
1

階
の
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
を
利
用
し
た
ラ
ン

チ
営
業
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
従
前
か
ら
の
晴
れ
る
や
市
の
開
催
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
2
階
の
レ
ン
タ

ル
オ
フ
ィ
ス
は
現
在
3
者
が
入
っ
て
お
り
、
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
は
2
者
の
利
用
が
あ
る
。
1
階
奥
の

商
品
開
発
棟
の
利
用
は
若
干
少
な
い
が
、
シ
ェ
ア

ベ
ー
ス
全
体
の
利
用
人
数
は
オ
ー
プ
ン
6
月
か
ら

12
月
末
ま
で
の
間
で
3
4
2
5
名
と
な
り
、
稼

働
率
に
つ
い
て
は
70
%
程
度
か
と
見
込
ん
で
い

る
。

薄
井
孝
彦 

議
員

防
災
力
強
化
に
防
災

士
を
増
や
す
施
策
は

横
澤
は
ま 

議
員

池
田
町
の
子
ど
も
の

「
生
き
る
力
を
育
む
」

教
育
は

倉
科
栄
司 

議
員

町
営
墓
地
に
駐
車
場

の
増
設
が
で
き
な
い

か
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議
会
　
一
般
質
問

池
田
町
を
短
歌
・
俳
句
の
里
に

問
町
の
短
歌
・
俳
句
の
歴
史
を
活
か
し
、
町

が
「
短
歌
・
俳
句
の
里
」
に
な
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
。

答
短
歌
・
俳
句
の
初
心
者
講
座
の
開
催
は
公

民
館
講
座
で
検
討
し
た
い
。
短
歌
・
俳
句

の
町
民
コ
ン
ク
ー
ル
・
塩
尻
短
歌
館
へ
の
研
修
ツ

ア
ー
は
強
い
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

通
学
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
は

答
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
は
教
育
委
員
会

で
の
P
T
A
に
よ
る
危
険
個
所
確
認
及
び

自
主
防
災
会
へ
の
再
度
の
調
査
依
頼
で
行
う
。
ブ

ロ
ッ
ク
塀
撤
去
へ
の
補
助
制
度
は
国
の
補
助
金
も

使
い
、
来
年
度
立
ち
上
げ
を
検
討
し
て
い
く
。
建

築
基
準
に
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
所

有
者
に
文
書
で
の
依
頼
も
含
め
効
果
的
な
改
善
方

法
を
検
討
し
た
い
。

問
子
ど
も
た
ち
が
、
人
工
知
能
に
よ
る
様
々

な
弊
害
に
負
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
教
育
の
導
入
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
役
割
を
理
解
し
つ
つ
、

資
質
・
能
力
を
培
う
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
が
生
ま
れ
た
と
い
う
背
景
を
正
確
に
理

解
し
た
上
で
、
国
内
外
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し

つ
つ
、
導
入
と
活
用
を
研
究
し
た
い
。

問
県
の
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」で
は
、

夏
休
み
連
続
7
日
間
の
「
学
校
閉
庁
日
」

を
導
入
す
る
と
決
め
た
。
当
町
の
対
応
は
。

答
教
育
の
質
を
上
げ
、
教
員
の
や
り
が
い
、

意
欲
向
上
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
、
業
務

の
見
直
し
や
働
き
方
な
ど
効
率
化
を
図
る
。
地
域

と
連
携
し
た
学
校
支
援
の
あ
り
方
も
研
究
し
た
い
。

問
当
初
予
想
し
た
計
画
と
利
用
が
大
き
く

異
っ
て
い
る
施
設
は
何
か
。

答
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
・
商
品
開
発
ス

ペ
ー
ス
が
当
初
計
画
よ
り
下
回
っ
て
い

る
。
商
品
開
発
ス
ペ
ー
ス
用
の
調
理
器
具
を
更
に

整
備
す
る
と
と
も
に
町
外
の
方
の
利
用
増
に
つ
な

げ
る
た
め
に
更
に
P
R
に
努
め
た
い
。

問
施
設
利
用
者
の
安
全
対
策
や
事
業
推
進
の

の
た
め
の
打
合
せ
は
。

答
ま
ち
な
か
駐
車
場
を
利
用
し
て
の
イ
ベ
ン

ト
も
あ
り
、
道
路
横
断
が
必
要
な
施
設
と

理
解
し
て
い
る
。
交
通
事
故
も
含
め
た
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
、
関
係
者
と
話
し
合
い
を
常
に
も
っ

て
い
き
た
い
。
事
業
推
進
に
当
っ
て
の
関
係
者
と

の
打
ち
合
せ
は
当
初
毎
週
1
回
行
い
、
現
在
は
月

1
回
位
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る
。
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議
会
　
一
般
質
問

問 

池
田
保
育
園
が
新
築
さ
れ
て
6
年
に
な
る

が
、
会
染
保
育
園
の
方
針
が
示
さ
れ
な
い
。

防
災
面
か
ら
も
早
急
な
建
設
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
出
生
数
、財
政
、保
小
中
の
連
携
を
考
慮
し
、

民
営
化
も
含
め
5
月
位
に
協
議
会
を
立
ち

上
げ
る
。

就
学
援
助
の
充
実
を

問
国
は
、
19
年
度
か
ら
援
助
項
目
に
卒
業

ア
ル
バ
ム
代
を
追
加
し
、
入
学
準
備
金
を

1
万
円
増
額
し
た
が
、
町
が
実
施
し
て
い
な
い

P
T
A
会
費
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
メ

ガ
ネ
支
援
を
加
え
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
。

答
小
中
学
校
の
入
学
準
備
金
の
増
額
は
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。
他
の
援
助
項
目
の
追

加
は
研
究
す
る
。

問
昨
年
、
生
活
保
護
費
が
引
き
下
げ
に
な
っ

た
が
、
影
響
と
対
処
は
。

答
現
在
、
影
響
が
な
い
が
、
事
案
が
生
じ
れ

ば
検
討
す
る
。

病
児
保
育
の
実
施
を

問
女
性
の
非
正
規
雇
用
は
55
%
以
上
で
、
子

ど
も
の
病
気
で
休
み
に
く
い
状
況
が
あ
り
、

病
児
保
育
が
急
が
れ
る
。
広
域
の
取
り
組
み
が
遅

問 

会
染
保
育
園
は
、
池
田
保
育
園
と
比
べ
て

大
変
古
く
な
っ
て
き
た
。
今
後
、
移
転
新

築
の
計
画
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

答
町
の
財
政
状
況
か
ら
判
断
し
て
も
、
3
年

か
ら
5
年
を
め
ど
に
結
論
を
出
す
方
向
で

検
討
し
て
い
く
。

池
田
町
ら
し
さ
の
人
口
増
対
策
は

問 

全
国
的
に
少
子
化
が
進
み
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
る
。
当
町
も
例
外
で
は
な
い
。
町

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答
人
口
増
対
策
と
し
て
、
従
来
の
移
住
定
住

施
策
に
加
え
、
民
間
活
力
導
入
に
よ
る
賃

貸
集
合
住
宅
の
建
設
誘
致
な
ど
を
進
め
る
。
町
営

住
宅
を
含
め
、
賃
貸
住
宅
に
10
年
以
上
住
み
、
当

町
に
土
地
を
購
入
し
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
へ
、

優
遇
措
置
も
考
え
て
い
け
ば
、
さ
ら
に
発
展
型
の

住
宅
施
策
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
池
田
町
は
、
松
本
・
安
曇
野
・
塩
尻
に
通

勤
で
き
る
距
離
で
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
山
脈

や
田
園
風
景
が
素
晴
ら
し
い
場
所
で
、
土
地
も
安

価
で
あ
る
。
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
を
計
れ
な
い
か
。

答 

ツ
ル
ヤ
周
辺
ほ
か
住
宅
エ
リ
ア
と
し
て
欲

し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
土
地
利
用
に
は

問 

通
学
バ
ス
運
行
に
よ
る
、
池
工
生
の
足
の

確
保
の
対
応
は
。

答
池
工
生
を
は
じ
め
他
の
高
校
へ
通
う
生
徒

の
足
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今

後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

外
国
人
の
就
学
・
就
労
へ
の
町
と
し
て
の

取
組
み
は　

問 

地
域
と
の
係
り
や
生
活
文
化
の
違
い
を
ど

う
調
整
す
る
の
か
。

答
3
月
15
日
よ
り
町
職
員
に
兼
務
辞
令
を
出

し
、
学
校
法
人
へ
週
1
日
程
度
出
向
さ
せ

る
。
学
生
は
、
国
内
の
日
本
語
学
校
で
2
年
程
学

ん
で
き
て
い
る
。
交
通
ル
ー
ル
、
日
本
の
習
慣
は

身
に
着
い
て
い
る
と
聞
く
。

町
長
は
近
未
来
の
池
田
町
が
ど
う
あ
っ
て

欲
し
い
か

問 

ほ
場
整
備
事
業
振
興
に
よ
る
、
今
後
の
見

通
し
は
。

答
ほ
場
整
備
の
実
施
に
よ
り
、
大
型
機
械
に

よ
る
作
業
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
、
農
業

所
得
の
向
上
が
見
込
め
る
。
施
設
園
芸
・
ワ
イ
ン

用
ぶ
ど
う
等
を
行
え
る
農
地
確
保
も
重
要
。
全
町

一
農
場
構
想
に
基
づ
き
集
積
・
集
約
を
図
る
。

矢
口
新
平 

議
員

会
染
保
育
園
の
新
築

は
町
の
財
政
の
中
で

可
能
な
の
か

大
出
美
晴 

議
員

学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
足
の
確
保
は

服
部
久
子 

議
員

会
染
保
育
園
の

早
期
建
設
を
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議
会
　
一
般
質
問

い
。
あ
づ
み
病
院
で
実
施
を
。

答
31
年
度
、
大
町
病
院
の
体
制
が
整
え
ば
実

施
す
る
方
向
に
な
っ
て
い
る
。
広
域
で
実

施
後
に
あ
づ
み
病
院
で
の
実
施
は
検
討
す
る
。

高
齢
者
の
足
の
確
保
を

問
町
の
第
6
次
総
合
計
画
案
に
交
通
弱
者
の

対
策
が
必
要
と
明
記
し
て
い
る
が
、
方
針

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急
な
対
策
を
求
め
る
。

答
昨
年
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
今
年
度
は
、
高
齢

者
の
世
帯
を
訪
問
し
、
ニ
ー
ズ
把
握
調
査
を
し
た
。

来
年
度
は
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問 

生
坂
村
は
、
24
年
度
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
本
格
運
行
し
て
い
る
。
交
通
弱
者
対
策

の
方
針
を
早
く
出
す
べ
き
で
あ
る
。

答
デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
経
済
的
に
困
難
。
足

の
確
保
は
、
協
議
し
て
い
く
。

農
振
除
外
な
ど
各
手
続
き
や
諸
課
題
が
あ
る
。
県

と
も
相
談
し
な
が
ら
有
効
な
土
地
利
用
を
進
め
て

い
く
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
は

問 

町
長
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
い

て
言
わ
れ
て
い
る
。
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
か
え
で
」、
ま
ち
な
か
賑
わ
い
施
設
、
あ
づ
み
総

合
病
院
な
ど
を
中
心
と
し
た
も
の
と
あ
る
が
、
当

町
は
南
北
に
長
い
立
地
で
あ
る
か
ら
、
会
染
地
区

に
も
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
や
道
の
駅
周
辺
、
ビ
ッ
グ

な
ど
も
核
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

答 

高
齢
化
が
進
む
と
山
間
部
な
ど
買
物
ひ
と

つ
に
し
て
も
暮
ら
し
難
く
な
る
。
コ
ン
パ

ク
ト
な
環
境
は
ひ
と
つ
交
通
弱
者
対
策
に
も
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
指
摘
の
と
お
り
南
部
地

区
へ
も
こ
れ
か
ら
の
構
想
と
し
て
考
え
て
い
く
。

問 

鳥
獣
被
害
へ
の
有
効
な
対
策
に
つ
い
て
。

答
鳥
獣
進
入
防
止
柵
事
業
を
継
続
し
、
併
せ

て
周
辺
の
森
林
整
備
を
行
い
緩
衝
帯
を
確

保
す
る
。
各
農
家
の
農
地
を
守
る
た
め
の
防
止
柵

補
助
金
も
継
続
す
る
。

問 

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
商
工
業

や
観
光
事
業
に
つ
い
て
。

答
商
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ

化
を
す
る
こ
と
。
中
心
市
街
地
に
生
活
基

盤
を
集
中
し
て
歩
い
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
行
う
。
そ
の
為
に
目
標
を
立
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
若
い
創
業
希
望
者
に
支
援
を
し
て
行
き
た
い
。

ま
た
、
池
田
町
の
立
地
条
件
は
厳
し
い
が
、
進
出

す
る
企
業
も
あ
る
の
で
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

し
、
情
報
を
取
り
な
が
ら
動
向
を
見
極
め
て
い
く

　

観
光
事
業
は
、
在
来
宿
泊
施
設
の
充
実
と
新
規

宿
泊
施
設
の
誘
客
に
取
り
組
む
。
ま
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
誘
客
に
力
を
注
ぐ
。
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議
会
　
一
般
質
問

問
道
の
駅
池
田
や
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

町
活
性
化
へ
の
貢
献
度
は
。

答
平
成
4
年
池
田
町
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
竣
工

以
降
、
7
年
に
道
の
駅
登
録
、
20
年
に
農

産
物
加
工
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
整
備
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
道
の
駅
池
田
は
「
花
と
ハ
ー
ブ

の
里
池
田
町
」
の
顔
で
あ
り
、
今
後
も
訪
れ
る
人

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
え

る
施
設
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
と
し
て
農
業
体
験
、
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
入
れ
を
。

答
ハ
ー
ブ
を
摘
み
取
り
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を

入
れ
て
楽
し
む
体
験
な
ど
、
「
見
て
・
触

れ
・
香
り
で
憩
う
」
な
ど
、
五
感
で
楽
し
め
る
ガ
ー

デ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
レ
ン
タ
ル
サ
イ

ク
ル
事
業
で
は
4
台
を
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
に
設

置
す
る
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
サ
ー
ビ
ス
や
、

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
を
安
曇
野
市
と
連
携
し

て
道
の
駅
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
2
台
の

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
常
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

全
町
・
全
戸
一
斉
取
り
組
み
の
現
状
や
課

題
は問

全
町
・
全
戸
一
斉
取
り
組
み
の
現
状
や
課

題
は
。
町
民
の
意
識
、
活
動
状
況
を
把
握

問
永
年
町
民
に
親
し
ま
れ
た
企
業
が
撤
退
し
、

他
企
業
が
参
入
と
の
話
が
あ
っ
た
。
後
を

引
き
継
ぐ
業
者
が
い
る
と
思
う
が
、
具
体
的
な
説

明
が
あ
っ
た
の
か
。

答
安
曇
野
市
の
安
曇
観
光
タ
ク
シ
ー
が
引
き

継
ぎ
、
現
在
の
社
屋
に
て
業
務
を
行
う
。

タ
ク
シ
ー
や
町
営
バ
ス
運
行
業
務
に
つ
い
て
も
引

き
継
ぐ
と
の
事
で
あ
る
。

問
町
営
バ
ス
や
巡
回
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
話
し
合
い
を
し
た
の
か
。

答
11
月
に
来
庁
さ
れ
、
安
曇
観
光
タ
ク
シ
ー

池
田
営
業
所
に
変
更
す
る
と
の
事
で
あ

る
。
バ
ス
運
行
や
運
転
手
も
そ
の
ま
ま
引
き
継

ぎ
、
同
じ
条
件
で
責
任
を
も
っ
て
運
行
さ
れ
る

と
の
事
で
あ
る
。
31
年
度
は
同
条
件
で
の
予
算

計
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
契
約
で
あ
る
が
、
議
会

や
町
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
が
遅
く
な
っ
た
事
お

詫
び
す
る
。

問
新
し
い
企
業
が
参
入
す
る
の
を
機
に
、
町

営
バ
ス
巡
回
線
の
見
直
し
や
デ
マ
ン
ド
交

通
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

答
町
内
バ
ス
は
、
定
時
定
路
線
運
行
を
必
要

と
し
て
い
る
利
用
者
が
多
い
と
思
わ
れ

る
。
足
の
確
保
は
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
デ
マ

ン
ド
交
通
方
式
も
含
め
、
タ
ク
シ
ー
の
補
助
金
、

問
現
在
、
町
な
か
の
交
流
セ
ン
タ
ー
建
て
替

え
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
ほ
場
の
造
成
な
ど

大
型
公
共
事
業
が
進
行
し
て
い
る
。
町
の
積
立
金

（
基
金
）
は
昨
年
度
20
億
円
以
上
あ
っ
た
が
、
こ

の
一
年
で
約
7
億
円
が
減
少
し
た
。
来
年
度
予

算
で
も
約
4
億
円
の
取
り
崩
し
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
急
激
な
減
少
で
あ
る
。
ま
た
、
借
入
金
は

約
1
0
0
億
円
を
超
え
て
い
る
。
今
後
の
財
政

運
営
は
。

答
試
算
を
す
る
と
毎
年
の
借
金
額
3
億
5
千

万
円
以
内
に
収
ま
っ
て
い
れ
ば
、
第
6
次

総
合
計
画
の
目
標
値
と
な
る
。
新
ご
み
焼
却
施
設

建
設
の
負
担
金
が
1
年
後
に
は
3
億
4
千
万
円
と

高
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
5
年
間
、
借

金
は
増
え
て
い
く
見
込
み
で
あ
る
。
そ
の
後
ゆ
っ

く
り
下
降
す
る
と
思
わ
れ
る
。

問
29
年
度
決
算
で
は
非
常
に
繰
越
金
が
少
な

か
っ
た
。
今
後
の
財
政
調
整
基
金
の
積
立

て
見
込
み
は
。

答
交
流
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
の
建
設
が

重
な
っ
た
た
め
、
繰
越
が
少
な
か
っ
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
余
っ
た
予
算
を
消
化
し
な
い
通

達
を
出
し
て
い
る
。
概
ね
6
千
万
円
ほ
ど
積
立
て

た
い
。

桜
井
康
人 

議
員

道
の
駅
池
田
周
辺
を

拠
点
と
す
る
活
性
化

対
策
を

立
野
　
泰 

議
員

北
安
観
光
タ
ク
シ
ー
の

撤
退
を
偲
ぶ

矢
口
　
稔 

議
員

今
後
の
財
政
運
営
は

大
丈
夫
か
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議
会
　
一
般
質
問

し
て
い
る
の
か
。

答
参
加
要
請
は
し
て
い
る
が
、
全
町
統
一
行

動
デ
ー
を
除
き
実
態
把
握
ま
で
は
し
て
い

な
い
。

問
状
況
を
把
握
し
、定
期
的
な
検
証
を
。
ま
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
の
紹
介
を
。

答
美
し
い
町
づ
く
り
委
員
会
で
検
証
。
参
考

に
な
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
動
き
を
拡
充
し
、
全
町
へ
P
R
す
る
こ
と
は

可
能
。
実
践
す
る
か
否
か
は
地
域
リ
ー
ダ
ー
に
負

う
部
分
が
大
き
い
。

問
町
内
一
斉
清
掃
デ
ー
に
プ
ラ
ス
企
画
を
。

答
美
し
い
町
づ
く
り
運
動
に
全
町
民
が
参
加

で
き
る
企
画
を
委
員
会
で
検
討
す
る
。

社
協
で
行
っ
て
い
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
等
、

交
通
弱
者
の
足
の
確
保
に
関
し
て
話
し
合
い
を
続

け
る
。

池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は

問
地
域
に
親
し
ま
れ
る
交
流
セ
ン
タ
ー
を
望

む
が
そ
の
運
営
は
。

答
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
人

件
費
1
5
0
0
万
円
他
、
多
額
の
維
持
管

理
が
か
か
っ
て
く
る
。
開
館
に
つ
い
て
は
、
交
流

セ
ン
タ
ー
は
年
末
年
始
の
閉
館
、
図
書
館
は
祝
日

開
館
に
な
る
時
間
拡
充
な
ど
で
現
行
よ
り
利
便

性
向
上
も
図
っ
て
い
く
。
多
く
の
利
用
者
が
使
用

し
、
小
学
生
の
放
課
後
、
休
日
の
学
習
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
し
い
財
源
確
保
は

問
新
し
い
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
真
剣
に
取
り
組
み
財
源
を
確
保

す
べ
き
で
は
。

答
公
共
施
設
の
屋
根
6
カ
所
を
ソ
ー
ラ
ー
設

置
の
た
め
民
間
企
業
に
貸
出
し
、
使
用
料

等
を
収
入
に
す
る
計
画
が
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

も
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
有
償
オ
プ
シ
ョ
ン
も
活
用

し
て
増
収
を
図
る
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
の
検
討
を

問
水
泳
の
池
江
璃
花
子
選
手
が
白
血
病
と
闘
っ

て
い
る
。
ド
ナ
ー
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。
入

院
等
の
休
業
補
償
が
な
い
た
め
踏
み
切
れ
な
い
と

聞
く
。
県
は
半
額
負
担
す
る
と
し
て
い
る
。
当
町

も
助
成
を
制
度
化
し
て
ほ
し
い
が
。

答
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
研
究
し
て

い
き
た
い
。

池田町議会だより　　第 122号　　2019 年 4月 24日発行19

財政状況の推移

住民生活を支えるタクシー業務

どうする農産物加工施設カモミール



常任委員会活動レポート
委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
トデマンド型バス運行について生坂村の事業

を視察

生坂村の周回デマンド型交通システムについて研
修してきた。池田町でも町内巡回線を定時のデマン
ド型にすれば、より一層の町内バス運行の利便性
が図れるのではないか。
今後、さらに調査研修していく。

町の森林整備その現状と課題を調査した

［現状］

補助事業による森林整備については 6地区で協
議会を設立し、施業は協議会ごとに大北森林組合
と契約をすることで話を進めていた。各地区でそ
れぞれ調整を図り、契約締結や経営計画の策定を
進めてきたが、大北
森林組合の補助金不
正受給によりすべて
が止まった。その他
の事業体（大北木材
協同組合やラブ・フォ
レスト）に入ってい
ただき、３協議会で
整備を再開した。
森林組合では森林

経営計画による補助
事業に加え、森林税
を活用した森林整備
を進めることを検討
している。

［主な内容］

○村職員が自ら研究し、より良いデマンドシス
テムを創り上げている。デマンドの予算は毎
年５年先まで財政シミュレーションして計画
を立てている。
○歩けない人へは、社協の福祉有償運送シス
テムを、歩ける人には地域の指定場所で定
時の周回バスで「やまなみ荘」など中継基
地へ接続するシステムである。
○乗車の申込みはオペレーターを配置し、「や
まなみ荘」職員が兼務して人材を有効活用
して経費削減を図っている。

［課題］

○森林整備をさらに推進するために大北森林
組合の再生が必要不可欠である。森林組合
の再生のため、県からの更なる支援や、計
画が策定できる人材の育成・確保が必要で
ある。
○松くい虫の被害木は材としての付加価値が
ない。松が混在する森林整備は、国・県の
補助金を活用しても採算が取れない。赤字
になる分を町が補てんしている。現在の補
助内容を拡充するなど、池田のような激害
地での施業に対応できる補助制度が必要で
ある。
○地主の特定や同意の取得などに多大な時間
と労力を要し、現地での施業に入るまでに
至らない。施業までの準備の段階に対する
支援や、森林簿情報の更新等が必要である。

次期定例会で県などへ陳情書や意見書を提
出する計画となった。

総務福祉委員会

振興文教委員会

※デマンド型交通システムとは…
利用者の事前予約に応じる形で運行経路や運航スケ
ジュールを合わせて運行する地域公共交通を言う。

一口
メモ
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村民生活目線の交通網に学ぶ

一歩でも進めたい森林整備



食育推進特別委員会レポート

委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

　議会議員提案政策条例で「食育条例」を策定した三重県名張市議会を訪ねた。本来、議会は「条例を提案・
制定する」権利がある。しかし、実際にはその権利がほとんど行使されていない。その施策を学ぶ。

○「食育推進条例検討会」を設置

条例策定にあたり各会派の代表で構成する「食育推進
条例検討会」を設置し、先進地視察や担当部からの現状
聞取りや給食視察などたくさんの会合を重ねている。

○審議は「全会一致」

各会派からの条例案の検討など、徹底した意見の摺り
合わせを行っている。

○担当部署からの十分な現状聞取りや意見交換

行政側の健康福祉部・子ども部・産業部・教育委員会・
地域部・総務部・企画財政部の関係各署との意見交換、
また、法令担当との確認を経て修正し最終確認を行って
いる。

○パブリックコメントの実施

パブリックコメントの実施を行い、市民からの意見を
反映した。また、各種関係団体の代表者と、その役割な
ど摺り合わせを行い原案に盛り込んでいる。

○執行部との関係を密に

条例への計画作成や変更時の報告、施
策の進捗状況の年次報告の義務付けし、
改善に向けている。

○議会の使命として‥‥

名張市議会は条例提案していくことが
議会議員の使命と考え、様々な条例化を
追求している。「名張市子ども条例」「名
張市ばりばり食育条例」、「ものづくり条
例」、「名張のお菓子おもてなし条例」、「伊
賀名張の酒・名酒で乾杯を推進する条例」
など制定している。
県議を務めた名張市長からも議会に、

「この課題で条例を制定してくれとの要
請がくる」とのことである。

この 2年にわたり、条例を視野に入れた食育の調査・研究や条例素案
作成及び研修視察を重ねてきた。しかし、池田町の推進計画だけでは具
体的で横との連携や地域に根ざした全町的な政策が見えてこないため、
委員全員の賛成で底上げするためには条例制定が必要との判断から、改
選後も食育推進委員会の設置を引継書に記して、議長に提出した。

名張市議会　議員提案による政策条例「名張市ばりばり食育条例」に学ぶ

食育条例策定への取組みは

名張市議会活動に学ぶ

委員会活動の検証
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名張市議会
川合滋議長・吉住みちこ議員
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編
集
後
記

町
村
の
議
会
報
も
参
考
に
し
て

改
善
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今

回
が
私
た
ち
メ
ン
バ
ー
の
最
後

の
編
集
に
な
り
ま
し
た
。
最
後

ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。服

部
久
子

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
服
部
　
久
子 

副
委
員
長
　
　
横
澤
　
は
ま

委
　
　
員
　
　
矢
口
　
新
平

和
澤
　
忠
志

那
須
　
博
天

　
議
会
は
町
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
付
託
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

念
頭
に
、
議
会
報
が
少
し
で
も

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
担
当
委
員
で
知

恵
を
出
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。

　
み
な
さ
ま
に
手
を
取
っ
て
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議
会

報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ご
助
言
や

町
民
の
方
か
ら
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
ま
た
、
他
市

３
月
定
例
会
を
傍
聴
し
て

曽
根
原
鈴
美
さ
ん（
豊
町
在
住
）

　

３
月
定
例
会
傍
聴
の
目
的
は
病
児
保
育
に
対
す
る
町
の
回

答
を
聞
く
た
め
で
し
た
。

　

私
た
ち
「
実
家
の
茶
の
間
」
が
参
加
し
て
い
る
県
の
信
州

子
ど
も
カ
フ
ェ
推
進
子
ど
も
応
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
池
田
町
内
の
小
学
校
で
回
答
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
病
児
保
育
へ
の
切
実
な
書
き
込
み
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

　

町
長
の
「
あ
づ
み
病
院
に
聞
か
れ
た
で
し
ょ
う
？
返
事
は

ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
？
だ
め
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？
」
だ
か

ら
町
も
ダ
メ
な
ん
で
す
み
た
い
な
回
答
に
は
が
っ
か
り
し
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
町
が
も
っ
と
積
極
的
財
政
措
置
を
す

る
な
ど
で
病
院
に
働
き
か
け
て
欲
し
い
の
で
す
。
町
が
本
当

に
子
育
て
支
援
を
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
親
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

住
職
と
共
に
長
福
寺
へ
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
も
う
す

ぐ
3
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
10
年
以
上
県
外
に
住

ん
で
い
た
の
で
、
す
っ
か
り

信
州
初
心
者
に
な
っ
て
戻
っ

て
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

こ
ち
ら
の
生
活
に
も
慣
れ

て
き
て
、
月
並
み
な
表
現
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
毎
日

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て
幸

せ
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

長
福
寺
に
つ
い
て
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
方
が
よ
く
ご
存

知
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、

秋
の
大
銀
杏
の
黄
葉
は
と

て
も
美
し
く
、
毎
年
多
く
の

方
が
見
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
季
節
だ
け
で
な
く
、
四

季
折
々
の
安
曇
野
の
景
色
が

堪
能
で
き
る
と
て
も
素
敵
な

お
寺
で
す
。
そ
の
裏
で
は
お

檀
家
の
皆
さ
ま
や
ご
近
所
の

皆
さ
ま
が
境
内
や
周
囲
の
整

備
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、

本
当
に
お
陰
さ
ま
で
す
。
よ

り
た
く
さ
ん
の
方
に
長
福
寺
、

そ
れ
か
ら
池
田
町
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
一
昨
年
か
ら
z
e
n 

c
a
f
é
と
い
う
名
前
で

長
福
寺
だ
け
で
な
く
い
ろ
ん

な
場
所
に
出
向
き
坐
禅
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
な

か
の
シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
に
ぎ
わ

い
や
松
本
市
な
ど
で
不
定

期
で
す
が
開
催
を
し
て
い
ま

す
。
忙
し
な
い
日
常
を
お
す

ご
し
の
皆
さ
ま
に
「
ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
提
供
し
た

い
」
と
い
う
想
い
で
や
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
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竹
たけむら

村 美
み よ こ

代子 さん（長福寺）

1986 年 6 月生まれ（32 歳）
長福寺の住職の妻として寺務に従事。出
身は南信の松川町。高校卒業後、京都の
大学に進学し、東京でメーカー勤務等を
経て U ターン。副業でデザインの仕事も
少々（チラシ・ポスター、
WEB サイトの制作など）。
坐禅イベント
zen café やってます！→

略歴・活動内容

　
議
会
報
編
集
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

境
内
か
ら
の
景
色

長福寺ホームページ

池工野球部の皆さんと坐禅

あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
!

ま
た
、
昨
年
は
大
学
生
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
池
田
つ

む
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
池

田
町
が
よ
り
元
気
に
な
る
た

め
の
活
動
が
で
き
る
と
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。


